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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成24年６月28日に提出いたしました第13期（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）の有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所のほか、XBRL形式のデータのうち公衆の縦覧に供されていない内容の一部修

正すべき事項についてXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後のXBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提

出いたします。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

１　業績等の概要

(2）キャッシュ・フローの状況

７　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2）経営成績の分析

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

第４　提出会社の状況

６　コーポレート・ガバナンスの状況等

(1）コーポレート・ガバナンスの状況

(1）会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

⑤　社外取締役及び社外監査役との関係

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

②　連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

④　連結キャッシュ・フロー計算書

注記事項

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

（企業結合等関係）

（セグメント情報等）

(2）その他

①　当連結会計年度における四半期情報等

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(2）キャッシュ・フローの状況

（訂正前）

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度に比べ46百万円減少し、89百万

円となりました。当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、当連結会計年度において使用した資金は620百万円となりました。主な要因は、税金等調整前当期純損失

△776百万円の計上、未払消費税等の納付による減少△160百万円、減価償却費の計上127百万円、減損損失の計上231百万円

等によるものであります。

（省略）

 

（訂正後）

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度に比べ46百万円減少し、89百万

円となりました。当連結会計年度におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、当連結会計年度において使用した資金は620百万円となりました。主な要因は、税金等調整前当期純損失

△799百万円の計上、未払消費税等の納付による減少△160百万円、減価償却費の計上127百万円、減損損失の計上231百万円

等によるものであります。

（省略）

 

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2）経営成績の分析

（訂正前）

（省略）

（特別損益）

　当連結会計年度における特別損益は、特別利益は事業譲受による負ののれん発生益の計上等で63百万円、特別損失は244

百万円となりました。特別損失の主な内訳は、広告事業におけるシステム投資額の回収可能性が低下したこのによる減損

損失231百万円の計上等であります。

（当期純損失）

　以上の結果、税金等調整前当期純損失は776百万円となり、法人税、住民税及び事業税ならびに法人税等調整額控除後の当

期純損失は802百万円となりました。

 

（訂正後）

（省略）

（特別損益）

　当連結会計年度における特別損益は、特別利益は事業譲受による負ののれん発生益の計上等で40百万円、特別損失は244

百万円となりました。特別損失の主な内訳は、広告事業におけるシステム投資額の回収可能性が低下したことによる減損

損失231百万円の計上等であります。

（当期純損失）

　以上の結果、税金等調整前当期純損失は799百万円となり、法人税、住民税及び事業税ならびに法人税等調整額控除後の当

期純損失は802百万円となりました。
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(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

（訂正前）

　「第２　事業の状況　１．業績等の概要（2）キャッシュ・フローの状況」に記載のとおり、当社グループの当連結会計年

度における資金状況は、前連結会計年度に比べ、46百万円減少し、89百万円となりました。

　営業活動の結果、当連結会計年度において使用した資金は620百万円となりました。主な要因は、税金等調整前当期純損失

△776百万円の計上、未払消費税等の納付による減少△160百万円、減価償却費の計上127百万円、減損損失の計上231百万円

等によるものであります。

（省略）

 

（訂正後）

　「第２　事業の状況　１．業績等の概要（2）キャッシュ・フローの状況」に記載のとおり、当社グループの当連結会計年

度における資金状況は、前連結会計年度に比べ、46百万円減少し、89百万円となりました。

　営業活動の結果、当連結会計年度において使用した資金は620百万円となりました。主な要因は、税金等調整前当期純損失

△799百万円の計上、未払消費税等の納付による減少△160百万円、減価償却費の計上127百万円、減損損失の計上231百万円

等によるものであります。

（省略）

 

第４【提出会社の状況】

６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

(1）会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

⑤　社外取締役及び社外監査役との関係

（訂正前）

（省略）

　当社は、経営の意思決定機能と、業務執行を管理監督する機能を持つ取締役会に対し、監査役３名中２名を社外監査

役とすることで経営への監視機能を強化しております。コーポレート・ガバナンスにおいて、外部からの客観的、中立

の経営監視の機能が重要と考えており、社外監査役２名による監視及び監査が実施されることにより、外部からの経

営監視機能が十分に機能する体制が整っているため、現状の体制としております。

 

（訂正後）

（省略）

　当社は社外取締役を選任しておりません。当社は、経営の意思決定機能と、業務執行を管理監督する機能を持つ取締

役会に対し、監査役３名中２名を社外監査役とすることで経営への監視機能を強化しております。コーポレート・ガ

バナンスにおいて、外部からの客観的、中立の経営監視の機能が重要と考えており、社外監査役２名による監視及び監

査が実施されることにより、外部からの経営監視機能が十分に機能する体制が整っているため、現状の体制としてお

ります。
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第５【経理の状況】

１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

（訂正前）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

   

（省略）

   

特別利益   

固定資産売却益 ※2　1,137 －

投資有価証券売却益 19 －

負ののれん発生益 － 62

その他 10 0

特別利益合計 1,166 63

特別損失   

固定資産除却損 ※3　2 ※3　2

減損損失 ※4　814 ※4　231

投資有価証券評価損 168 －

附滞税等 － 8

その他 ※5　153 ※5　2

特別損失合計 1,138 244

税金等調整前当期純損失（△） △1,389 △776

法人税、住民税及び事業税 24 4

法人税等調整額 － 20

法人税等合計 24 25

少数株主損益調整前当期純損失（△） △1,413 △802

当期純損失（△） △1,413 △802
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（訂正後）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

   

（省略）

   

特別利益   

固定資産売却益 ※2　1,137 －

投資有価証券売却益 19 －

負ののれん発生益 － 40

その他 10 0

特別利益合計 1,166 40

特別損失   

固定資産除却損 ※3　2 ※3　2

減損損失 ※4　814 ※4　231

投資有価証券評価損 168 －

附滞税等 － 8

その他 ※5　153 ※5　2

特別損失合計 1,138 244

税金等調整前当期純損失（△） △1,389 △799

法人税、住民税及び事業税 24 4

法人税等調整額 － △1

法人税等合計 24 2

少数株主損益調整前当期純損失（△） △1,413 △802

当期純損失（△） △1,413 △802
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △1,389 △776

減価償却費 432 127

減損損失 814 231

負ののれん発生益 － △62

   

（省略）

 

（訂正後）

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

（自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △1,389 △799

減価償却費 432 127

減損損失 814 231

負ののれん発生益 － △40

   

（省略）
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【注記事項】

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

（訂正前）

※１、２　（省略）

 

※３　当連結会計年度に連結子会社である㈱マーズが譲り受けた資産及び負債の内訳と事業譲受による収入の関係は以

下のとおりです。

流動資産 57百万円

固定資産 20

資産合計 77

流動負債 7

固定負債 7

負債合計 14

負ののれん 62

取得価額 0

現金及び現金同等物 50

事業譲受による収入 50

 

（訂正後）

※１、２　（省略）

 

※３　当連結会計年度に連結子会社である㈱マーズが譲り受けた資産及び負債の内訳と事業譲受による収入の関係は以

下のとおりです。

流動資産 57百万円

固定資産 20

資産合計 77

流動負債 7

固定負債 29

負債合計 37

負ののれん 40

取得価額 0

現金及び現金同等物 50

事業譲受による収入 50
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（企業結合等関係）

（訂正前）

取得による企業結合（事業譲受）

１～３　（省略）

 

４．発生した負ののれん発生益の金額および発生原因

(1）発生した負ののれん発生益の金額　　62百万円

(2）発生原因

事業譲受時の不動産オペレーション事業の純資産額が、取得原価を上回ったため

 

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 57百万円

固定資産 20

資産合計 77

流動負債 7

固定負債 7

負債合計 14

 

６．企業結合が当連結会計年度の開始日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度に係る連結損益計算書に及ぼす

影響の概算額

　概算額の算出が困難であるため記載しておりません。なお、当該影響の概算額に係る注記は監査証明を受けておりま

せん。
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（訂正後）

取得による企業結合（事業譲受）

１～３　（省略）

 

４．発生した負ののれん発生益の金額および発生原因

(1）発生した負ののれん発生益の金額　　40百万円

(2）発生原因

事業譲受時の不動産オペレーション事業の純資産額が、取得原価を上回ったため

 

５．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 57百万円

固定資産 20

資産合計 77

流動負債 7

固定負債 29

負債合計 37

 

６．企業結合が当連結会計年度の開始日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度に係る連結損益計算書に及ぼす

影響の概算額

売上高　　　63百万円

営業損失　　15百万円

経常損失　　15百万円

 

（概算額の算定方法）

　企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定して算定された売上高及び損益情報と取得企業の連結損益計算

書における売上高及び損益情報との差額を、影響の概算額としております。

　なお、当該影響の概算額に係る注記は監査証明を受けておりません。
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（セグメント情報等）

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

（訂正前）

（省略）

 

前連結会計年度（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

　「不動産オペレーション事業」セグメントにおいて、新たに㈱マーズを設立し、オペレーション事業を譲受けたこと

に伴い、負ののれん発生益を計上しております。

　なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、62百万円であります。

 

（訂正後）

（省略）

 

前連結会計年度（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

　「不動産オペレーション事業」セグメントにおいて、新たに㈱マーズを設立し、オペレーション事業を譲受けたこと

に伴い、負ののれん発生益を計上しております。

　なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、40百万円であります。
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（２）【その他】

（訂正前）

①　当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（百万円） 4 12 40 103

税金等調整前四半期（当期）純
損失金額（百万円）

△190 △336 △422 △776

四半期（当期）純損失金額
（百万円）

△191 △338 △449 △802

１株当たり四半期（当期）純損
失金額（円）

△352.29 △604.36 △759.52 △1,243.83

 

（省略）

 

（訂正後）

①　当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（百万円） 4 12 40 103

税金等調整前四半期（当期）純
損失金額（百万円）

△190 △336 △445 △799

四半期（当期）純損失金額
（百万円）

△191 △338 △449 △802

１株当たり四半期（当期）純損
失金額（円）

△352.29 △604.36 △759.52 △1,243.83

 

（省略）
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